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Abs位act
In language， the self typically appe釘sas the speaker. The location of the speaker or仕lespeaker's 
viewpoint servωas a basis for the distinction between thお /that，政u'go' / kuru 'come'， and ageru 
'give' / kureru 'give'. These exampl巴si1lustrate one ofthe essential roles ofthe self， as the speakel'， in 
the language system. 












































































































































図 1 1 like this bird. 













































































































































































































































































































































































































































































































表 11 I来るJI行く Jの基本的な意味
来る
話者が視点としている場所へ近
づく方向に移動する
行く
話者が視点を置いている場所か
ら遠ざかる方向へ移動する
5 結び
言語において、自己は典型的には話者として現
? ??
れる。本稿では話者としての自己が言語のシステ
ムの中でいかに重要な役割を担っているのか示す
例をいくつか紹介した。第 2章では英語の
this/thatと日本語の「これJ/ IそれJ/ Iあれj
の使い分けに際して、話者の位置が基準点として
働いていることを示した。第 3章では、日本語の
「あげるJと「くれるJの使い分けに際して、話
者自身の位置が基準点として働いている場合に加
えて、話者自身の位置ではなくとも話者の視点が
置かれている位置が基準点として働いている場合
を示した。また、第4章では、日本語の「行く j
と「来るj の区別に際して、やはり「あげるJIく
れる」と同様に話者自身或いは話者の視点の位置
が基準点として働いている例を示した。いずれの
例も、話者即ち自己が言語システムの中で、担って
いる重要なの役割の一つ、すなわち、基準点とし
ての自己の役割を示している。
